
外壁を鈎麗に繍修するテクニック

反応型けい酸塩系表面含浸材によ~
既設浄水池の表面保護工事

E工事概要

工事名称 ・商都冷水場第3浄水池耐震イヒ修絡工

事

工拶場所 ．香川県三豊市町瀬町佐JJ量

発注者 ．香川県県営水道事務所

施工期間 ：平成25年9月～12月

元絡会社 ・絢総合開発

現場代理人・馬場英喜

総造物 。既設給水池｛よ水道施設）

B車工部｛立 ．外燭豊富

使用材料：反応到けい費量寝系表面含浸材 res.
21J (CB-020055-V），表面被被材「cs
フィラー＃120PJ（附アス トン）

使用工法 ・CS..21フィラー工法

鍬工面積 ・約600ni

E工法採用の経緯

香川県水巡潟水供給事業は．吉野川総会開鈴

針函 f香川用水邪薬jの一環として計画された

広域水道である。吉野川上流で降った雨を早

明訓iダムに貯め，池日！ダムから取水し，香川期

水幹線水路を緩て.l県内4つの浄水場に導水し

浄化した後，各市町へ水道水として供給してい

る。

現在．大規機地震においても安定した供給が

悌）総合開発

行えるように．水道締役の更新 ・耐震化が進め

てられており，本工事は，送水開始から約40年

が経過した西部冷水場第3給水池の耐震化修織

工事である。

当官宝物件では．経年劣化により外周壁置にひび

おjれが発生していたため．ひぴ韓国れ舗修とあわ

せて表商保護工法による耐久性向上対策が般討

された。

'l・fi!iii湿気の影響を強〈受ける施工条件である

ことから，水蒸気透過性を阻害しないこと，ま

た部分補修跡が第三者に不安を与えないよう美

観を回復させることが求められた。

そこで． 反応捜けい敵滋系袋函合~材主主布に

よる表面保護と表面被m~-t(;f{リマーセメント

モルタJレ）被被による9島幸喜の複合工法が絞計さ

れた。

E材料の特長

本工事に選定した表面合iX材は，コンクリー

ト表前に鎗布することで. El視では発見し継い

微細なひび割れの内部 ・深部を含む君主層部の＆：

隙を叙密化し，施工後新たに発注する微細~隙

も蒋反応して充填する性能により，水や各種劣

化悶子の侵入を長期にわたり抑制する。

このほか， ①水利反応活性成分を含布してお

り ， 材紛の古いコンクリートでも~J来を発様す

2015年8月号妨氷ジャーナル 81 

外壁をt喜怒に補修するテク二ック

写真ー1 全景（絡工前｝ 写真一2 ひび割れ注入（バルーン式｝ 写真一3 褒菌含浸材塗布： 1回目
（総体面｝

写真－4 表面被彊材ζて議リ 写真一5 表面含浸材塗布： 2図自 写真一6 褒庖透気依験｛施工後）
（被磁箇｝

る②南波J交液のため. ~隙光忽iヰEが腐〈，ひぴ

~jれ補修効採が高い③水道水が触れる部分にも

逃用できる安全性が線認されている＠下地が

湿っていても総工可能ーーなどの特長がある。

また．荻而被覆材は， ①プレミ γクスタイプ

② 1～ 2mmの平滑な仕上げが答易③官官述の表面

合法材との併用実織があり経過が良好であるこ

とーーなどの特長がある。

E施工手l領

①下地処瑳（サンダーケレン ・J:li庇洗浄）

②部分相｝修（ひび割れ補修：有機系主主入工法）

＠表面合法材検布： 1回目（0.2kg/rrl-}Jl{液）

cii澗散水： 1回自（0.15kg/rrl)

＠表面敏礎材こて自性り （2.0kg/ni)

⑥量昼間含＆：＊－！＇世史布： 2回目（O.lkg/rrl-1原液）

①ii~司散水： 2 回目 （0.15kg/rrl)

E施工効果確認試験

本工事では．施工効操の政認として表層透気
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試験（トレント法）を笑施した。

表届透古a式験は．透気t式験機により同ー箇j努

の透気係数を絡工前後に測定して比較し，表月草

創1の鍛m化による透気係敏の減少を，劣化因子

の侵入抑制裁j朱｛耐久性向上効採）として磁認す

る試験である。

紋~の結果，絡工約 2 ヵ月後の透主t係数は，

総工前lt平均約40.7%と施工官trに!tベて半分以

下であった。 そのため，本工~Jiのfl＜而保緩工法

（反応裂けい酸塩系表而含浸材と表I岡被磁材敏

磁の複合工法）により，美観の回復に加え．耐久

性が向上したことが確認できた。

Eまとめ．今後の展望

本工iiiを踏まえ，既設構造物の補修工司1など

で笑芸書が必~とされるケースでは，本工法を提

案 .i舌J刊し，既存ストックを長寿命化させ，ラ

イフサイクルコス ト低減に貢献したい。

（アス トン協会会員・側総合開発馬場英喜）


